
              

  

いよいよ今年度も残り一週間ほどとなりました。お子さんの様子はいかがでしょうか。学年の学習のまと

めだけでなく、進級に向けた心構えも各ご家庭でしていただくといいですね。 

今回も家庭でできる支援のヒントを紹介していきます。お読みいただけると嬉しいです。 

 

♦運動が苦手、手先が不器用 

～よく元気に動き回っているけど、運動となると…～ 

○こんなことで困っているよ  

・ダンスがぎこちなく、リズム良くできない。 ・縄跳びや鉄棒、マット運動やボール運動が苦手。 

・リコーダーを演奏することや、絵を描くことが苦手。 ・文字を書くのに時間がかかる。 

・消しゴムをうまく使えなくて、ノートが破れたり、きれいに消せなかったりする。 

 

○どうしてかな？ 

・身体を動かす方向や強さをコントロールする力が未発達なため、 

バランスや力加減がうまくとれていない。 

・視覚や聴覚と手足などを一緒に動かすことが難しい。 ・ボディーイメージの認識が弱い。 

・目で見たものを理解する力、また記憶する力が弱い。 ・注視する（意識してじっと見る）のが苦手。 

 

○支援のヒント 

・怠けたり、いい加減にしているのではないことを理解する。 

・スモールステップで練習する。 

 →※どこが課題なのかを正確に捉え、その子供にあった練習を、どれだけ工夫できるかが大事です。 

  ※小さな進歩を見逃さず、子供が満足感や達成感をもてるようにします。 

・回数を重ねる（経験を増やす）ことも大切。 

・機会を増やすだけでなく、楽しく活動できるよう工夫する。 

 

○具体的な支援例 《例えとして 縄跳びがなかなかできない場合の支援を紹介》 

１ 両足を揃え、リズムに合わせてジャンプする。（縄は持たない。） 

２ 縄を左右に揺らし、リズムよく跳び越える。（手拍子などでリズムをとってやる） 

３ ゆっくりと自分で短縄を回し、縄を跳び越える。 

４ 半分に折った短縄を片手に持ち、手首を使って回す。 

５ 短縄を両手に持ち、回しながら跳ぶ。 

…というように、子供の発達状況に合わせた、スモールステップで取り組ませていくことが大切です。 

 

この１年間、保護者の皆様に少しでも特別支援について理解を深めていただこうと、 

発達障害についてや、ご家庭でもできる支援のヒントなど紹介をしてきました。 

春休みは進級を控え、お子様も不安定になる時期かと思います。お忙しいと思いますが、 

お子様と向き合う時間を見つけてお過ごしください。少し早いですが次年度もよろしくお願い致します。 
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